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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（
主
な
も
の
） 

７
月
１
７
日 

市
駅
吉
宗
像
前
宣
伝
、
会
議
、
市
つ
く

る
会
総
会
、
楠
見
子
ど
も
づ
れ
デ
モ 

 
 

１
８
日 

共
産
党
９
３
周
年
記
念
講
演
会 

 
 

１
９
日 

憲
法
９
条
守
る
一
斉
宣
伝 

 
 

２
０
日 

地
域
訪
問
、
宣
伝
カ
ー 

 
 

２
１
日 

会
議
、
つ
ど
い
、
河
西
診
療
所
挨
拶 

 
 

２
２
日 

労
働
相
談 

 
 

２
３
日 

前
進
座
「
南
の
島
に
雪
が
降
る
」
鑑
賞 

 リレートーク Relay talk 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 

 

 
 日本共産党創立９３周年 

 記念講演会は 18日に変更 

 前号でお知らせした日本共産

党９３周年記念講演会は、国会

が緊迫したため、7月 18日（土） 

午後２時開会と変更になりまし

た。日本共産党中央委員会のホ

ームページからご覧になれます。 

和
歌
山
弁
護
士
会
主
催
の
「
憲
法
違
反
の
『安
保
法
制
』

に
反
対
す
る
７
・
１２
和
歌
山
大
集
会
＆
パ
レ
ー
ド
」
は
二

千
五
百
人
参
加
で
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

３０
度
を
超
す
炎
天
下
の
集
会
と
パ
レ
ー
ド
は
大
変
で

し
た
。
で
も
最
後
ま
で
大
声
あ
げ
て
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

等
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
法
案
は
１５
日
に
自

民
、
公
明
が
特
別
委
員
会
で
採
決
を
強
行
。
１
６
日
に
衆

議
院
で
採
決
す
る
と
い
う
。
今
号
が
手
元
に
届
く
頃
は
可

決
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と
憲
法
違
反
の
法
案
で

あ
り
、
会
期
延
長
で
議
論
し
て
も
合
憲
に
変
わ
る
こ
と
な

く
即
時
廃
案
に
す
べ
き
も
の
で
す
。
国
民
の
過
半
数
が
明

確
に
反
対
し
、
８
割
越
す
人
が
説
明
不
足
と
し
て
い
る
も

の
を
「
採
決
」
す
る
の
は
、
憲
法
９
条
の
破
壊
で
あ
り
、
国
民

の
主
権
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
で
す
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
世
論

調
査
で
「
毎
日
」
に
続
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
，
日
テ
レ
系
、
「
朝
日
」と

相
次
い
で
安
倍
内
閣
を
「
支
持
す
る
」
が
、
「
支
持
し
な
い
」

と
逆
転
し
て
い
ま
す
。
日
テ
レ
系
と
「
朝
日
」
は
内
閣
支
持

率
は
３
９
％
と
四
割
を
割
り
ま
し
た
。
こ
の
上
に
法
案
の

強
行
で
国
民
の
怒
り
は
さ
ら
に
増
え
、
二
割
台
の
支
持
率

に
な
る
の
も
近
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
７
・
１２
集
会
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
行
動
の
一
つ
で
し
た
。 

 

事
は
戦
争
の
是
非
を
問
う
大
問
題
で
す
。
国
民
無
視
、

戦
争
好
き
の
自
民
・
公
明
を
徹
底
批
判
し
、
最
後
ま
で
「廃

案
」
め
ざ
し
て
頑
張
り
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。
（
編
集
室
） 

 

 

６
月
市
議
会
が
７
月
８
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
「
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
を
具
体

化
す
る
「
平
和
安
全
法
制
」
に
反
対
す
る

こ
と
を
、
国
に
求
め
る
請
願
（
和
歌
山
県

地
方
労
働
組
合
評
議
会
、
平
和
・
民
主
・

革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
和
歌
山
県
の
会
、

安
保
条
約
を
な
く
し
平
和
・
民
主
主
義
・

生
活
向
上
を
め
ざ
す
和
歌
山
県
民
会

議
、
憲
法
９
条
を
守
る
和
歌
山
県
民
の
会

の
４
団
体
）
が
、
こ
の
４
団
体
の
連
名
で
提

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
誠
和
ク
ラ
ブ
の
山

本
忠
助
議
員
と
永
野
裕
久
議
員
は
賛
成

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
公
的
年
金
の
改
悪
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
は
全
日

本
年
金
者
組
合
和
歌
山
支
部
か
ら
の
提

出
で
す
。
こ
の
２
件
の
請
願
は
日
本
共
産

党
市
議
団
が
紹
介
議
員
と
な
り
、
議
会

最
終
日
に
提
案
し
ま
し
た
が
他
の
議
員
の

賛
同
が
得
ら
れ
ず
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
採
決
に
先
立
ち
日
本
共
産
党
の
森
下

佐
知
子
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。 ま

た
、
一
般
質
問
で
も
森
下
議
員
は
、

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
「
安
保
法
制
」
い

わ
ゆ
る
「戦
争
法
案
」は
憲
法
９
条
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
長
は
市

民
の
暮
ら
し
や
安
全
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
立
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
計
り

知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
の
法
案
は
撤
回
を
求
め
る
な
ど
の
意
見

を
挙
げ
る
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。
市
長

は
「
安
全
保
障
に
係
わ
る
法
案
で
あ
り
国

で
審
議
さ
れ
る
も
の
な
の
で
意
見
を
言
う

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

 

戦争法案関連の提

案や質問をした森下

佐知子市会議員 

 

 

戦
争
立
法
に
反
対
す
る
和
歌

山
県
共
同
闘
争
本
部
は
京
橋
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
お
い
て
緊
急
抗
議
行

動
の
た
め
参
加
団
体
が
集
ま
り
訴

え
ま
し
た
。 

自
民
・
公
明
だ
け
で
強
行
採
決

し
ま
し
た
。
私
も
怒
り
の
訴
え
を

さ
せ
て
頂
き
署
名
の
お
願
い
を
し

て
い
る
と
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
見
て
来

ま
し
た
」
と
若
い
女
性
の
方
が
快

く
署
名
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

若
い
男
性
の
方
は
「
戦
争
反
対

で
す
よ
ね
」
と
言
っ
て
署
名
し
て
く

れ
ま
し
た
。
Ａ
社
の
記
者
の
方
も

「
安
倍
さ
ん
は
、
国
民
に
充
分
説

明
で
き
て
い
な
い
と
自
分
で
言
っ
て

い
な
が
ら
強
行
採
決
す
る
や
り
方

は
お
か
し
い
で
す
ね
」
と
怒
っ
て
い

ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
手
を
つ
な
ぎ
力
を
あ

戦争法の特別委

員会採決に抗議

する人達、（京橋

プロムナードで） 

わ
せ
て
国
民
の
力
で
こ
の
悪
法
の
成
立

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
抗
議
の

行
動
を
起
し
ま
し
ょ
う
。 

 

（１
５
日
昼
過
ぎ 

奥
村
の
り
子
） 

１２日集会で歩く奥村です。 
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